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さ
わ
や
か
な
風
薫
る
５
月
初
め
、

八
木
平
イ
チ
ノ
様
が
百
歳
の
賀
寿
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

賀
寿
状
の
授
与
式
は
５
月
10
日

（木）
、
ご
家
族
、
相
双
保
健
福
祉
事
務

所
、
鹿
島
区
役
所
職
員
の
方
々
が
出

席
さ
れ
、
万
葉
園
大
食
堂
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
か
し
ま
保
育
園

の
園
児
に
も
祝
福
し
て
い
た
だ
き
、

八
木
平
様
も
笑
顔
を
見
せ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
さ
さ
や
か
な
が
ら

ケ
ー
キ
を
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
職
員

で
作
り
、
お
祝
い
の
席
を
設
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

百
年
と
い
う
時
間
は
私
た
ち
に
は

実
感
が
持
て
ま
せ
ん
が
、
き
っ
と

色
々
な
経
験
を
重
ね
て
来
ら
れ
た
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
職
員

は
八
木
平
様
の
生
活
が
よ
り
楽
し
く

穏
や
か
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
お
手

伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
平
成
14
年
の
万
葉
園
開
所

以
来
、
八
木
平
様
が
初
め
て
の
百
歳

賀
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
と
な
り
ま
し

た
。
他
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
も
、

八
木
平
様
同
様
の
長
寿
を
お
祈
り

し
、
よ
り
多
く
の
方
が
百
歳
の
賀
寿

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
職
員
一
同
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



ジャスモールへ
お出かけ

お花見散歩

なじみある自宅へ菖蒲湯で邪気払い

　５月下旬、ご利用者数名と原町区のジャス

モールへ外出しました。久しぶりのお出かけ

ということもあり、皆さん車の中で話をはず

ませながら現地へ向かいました。

　ジャスモールへ到着すると、建物と敷地の

広さに「大きいなぁ～」と驚かれている様子

でした。中へ入りペットショップへ向かうと、

ガラス越しに可愛らしい犬や猫を指さしたり

手招きをしたりと大変喜ばれていました。食

品売り場では、それぞれに好きなものを購入

されました。な

かなか外出が出

来ないこともあ

り、皆さん大変

満足されたよう

です。

　あの大震災から一年が過

ぎました。海岸沿いでは今

現在も傷跡を残したまま悲

惨な姿が残っています。原

発もいまだに落ち着かない

状況ですが、あの大震災が

何事もなかったかのようにいつも通り…もしくは今ま

で以上に桜が咲き誇り、私たちに元気を与えてくれて

いるのかもしれません。

　万葉園の前の桜も満開を迎え、利用者の皆さんも外

に出て花見を楽しまれました。中には｢放射能で汚れ

ていてもこんなにきれいに咲くなんてね｣と心なしか

寂しい言葉も聞かれました。

　震災で人の心は痛んで

も、桜の花のようにご利用

者の心を癒せるよう、ここ

にいて良かったと思ってい

ただけるように、職員一同

今後も支援させていただ

きたいと思います。

　新緑の匂い立つ５月、施設内

で暮らして頂いているご利用者

の「自宅へ帰りたい」という要

望に応えるべく、『自宅へ帰ろ

う』という行事を実施しました。

　万葉園を出発し自宅に近付い

てくると、「この道曲がんだ」「道

路の標識あっぺ」など、なじみの風景を見て思い出し

たかのように、自分の家へ向かう順路を教えてくださ

いました。その様子は、本当に自宅へ帰るのを楽しみ

にしていたのだな…と思う一面でした。

　さらに、ご家族と話される姿は、施設で職員と会話

する様子とは少し違っていて、新たなご利用者の一面

が見られて、とても勉強になりました。帰りには、先

程家を出たばかりなのに、次に家に帰る日を職員に尋

ねられる姿も。利用者の皆さんにとって、自宅がなに

よりも安心して過ごせる環境なのだと改めて感じた行

事でもありました。

　５月５日の

こどもの日を

端午の節句と

呼んでいます

が、菖蒲の節

句とも呼ばれ

ていることを

ご存じです

か？この時期

に花を咲かせる菖蒲の湯に入ることで不

浄を払い、邪気を遠ざけることが出来る

と言われ、江戸時代頃から親しまれるよ

うになったそうです。

　そこで利用者の皆さんにも季節や昔な

がらの習慣を楽しんでいただくため、菖

蒲湯を行いました！施設に届いた菖蒲は

観賞用だったため、強い香りはしません

でしたが、利用者の皆さんは「菖蒲だ。

なつかしいね」「昔はみんな子供のころ

やったもんだよ」と頭に巻いたり、香り

をかがれたりと大変好評でした。この菖

蒲湯で邪気払いし、これから迎える夏を

皆さん丈夫に過ごしていただけることで

しょう！

外出シリーズ外出シリーズ
� � � � � � �����������������	
���



　５月18日（金）

に、万葉園会

議室にて非常

災害協力員の

委嘱状交付式

を 行 い ま し

た。今回は 30

名の地域の皆

様にご協力い

ただけることになり、施設長より委嘱状の交

付の後、避難経路の確認や車イスの取扱い方

についての説明

を行いました。

非常災害協力員

の皆様、２年間

よろしくお願い

いたします。

　飲み込む力が低下すると、食

べ物や唾液などの誤嚥（食道で

はなく気管のほうへ流れてしま

う）が生じ、体力の低下から自

分で吐きだすことができなく

なってきます。そのような方々

の窒息や肺炎を防止する手段の

ひとつに痰の吸引があります。

一定の研修を受けた介護職員で

あれば口腔内からの痰の吸引を

実施することができるため、万

葉園でも平成22 年度から国で定

められた研修を行い、職員育成に励んでまいりました。

今回は研修後初めてのデモンストレーションを行い、自

分たちの知識と技術の再確認を行いました。

研修を受けて　　　介護職員　寺岡　孝文
　私の介護経験の中で、喀痰の吸引を見たり実際にした

りすることはありませんでしたので、今回の研修はとて

も興味があり、とても重要な研修になりました。

　ご利用者と一番多く関わりのある私たちが、喀痰吸引

の技術や知識を身につけていくことは大事なことでもあ

り、また同時にリスクを背負う事でもあると感じました。

技術と同じく、リスクマネジメントも考えながら、ご利

用者が安全に過ごせるように、特定医療行為の研修会に

は積極的に参加していきたいと思います。

痰の吸引デモンストレーション研修

－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－
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社会福祉法人南相馬福祉会

基 本 理 念
『安心・信頼・やすらぎ』
特別養護老人ホーム万葉園　運営方針

楽しみ、悩み
　そして喜びを
　　分かち合い
　　　ます

安心、ゆとりの
ある生活を
広げます

やすらぎのある生活を
大切にします

思いやり
気配り
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